
内
閣
衆
質
一
六
〇
第
三
九
号

平
成
十
六
年
八
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
医
療
的
生
活
援
助
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
八
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

三

九

号



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
医
療
的
生
活
援
助
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
行
為
が
「
医
師
の
医
学
的
な
判
断
及
び
技
術
を
も
っ
て
す
る
の
で
な
け
れ
ば
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
危

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
に
該
当
す
る
か
否
か
、
ま
た
、
該
当
す
る
場
合
の
具
体
的
な
危
険
性
及
び
そ
の
根
拠
に

つ
い
て
は
、
個
々
の
事
例
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
個
別
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
七
条
は
医
師
で
な
い
者
が
医
業
を
な
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
い
う
「
医
業
」
と
は
、
医
師
の
医
学
的
判
断
及
び
技
術
を
も
っ
て
す
る
の
で
な
け
れ
ば
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又

は
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
「
医
行
為
」
を
反
復
継
続
す
る
意
思
を
も
っ
て
行
う
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
お
尋
ね
の
行
為
が
業
と
し
て
行
わ
れ
る
「
医
行
為
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
介
護
職
員
は

医
師
等
と
連
携
を
と
る
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
行
為
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

自
動
血
圧
測
定
装
置
を
使
用
し
た
血
圧
測
定
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
正
確
な
測
定
値
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

一



て
お
り
、
こ
う
し
た
機
器
を
利
用
し
て
血
圧
を
測
定
す
る
行
為
自
体
は
、
非
医
療
従
事
者
で
も
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
自
動
血
圧
測
定
装
置
を
使
用
し
て
得
ら
れ
た
血
圧
値
を
基
に
、
診
断
を
行
う
こ
と
は
「
医
行
為
」
に
該
当
し
、
こ

れ
を
業
と
し
て
行
う
場
合
は
医
師
に
よ
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

医
師
法
第
十
七
条
は
公
衆
衛
生
上
の
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
規
定
で
あ
る
が
、
婚
姻
関
係
又
は
血
縁
関
係

を
基
礎
と
す
る
家
族
と
い
う
特
別
な
関
係
に
あ
る
者
の
間
で
「
医
行
為
」
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
家
族
と
い
う
特
別
な
関
係

に
な
い
介
護
職
員
に
よ
り
業
と
し
て
「
医
行
為
」
が
行
わ
れ
る
場
合
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

い

か
く
た
ん

在
宅
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
患
者
の
喀
痰
吸
引
に
つ
い
て
は
、
そ
の
危
険
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
医
師
又
は
看
護
職
員
が
行

う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
患
者
の
在
宅
療
養
の
現
状
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
在
宅
筋
萎
縮
性
側
索
硬

化
症
患
者
に
対
す
る
家
族
以
外
の
者
に
よ
る
喀
痰
吸
引
の
実
施
に
つ
い
て
、
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）
患
者
の

在
宅
療
養
の
支
援
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日
付
け
医
政
発
第
〇
七
一
七
〇
〇
一
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通

知
）
で
示
し
た
一
定
の
場
合
に
は
、
当
面
の
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二



六
に
つ
い
て

患
者
の
状
況
は
疾
病
等
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
り
家
族
以
外
の
者
が
喀
痰
吸
引
を
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
患
者
以
外
の

者
に
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
例
に
即
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
調
査
」
（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
調
べ
）
に
よ
れ
ば
、
介
護
保
険
法
（
平

成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
日
常
生
活
上
の
世
話
、

機
能
訓
練
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
い
う
。
）
の
平
成
十
三
年
九
月
末
の
在
所
者
数
三
十
万
九
千
七
百
四
十
人

の
う
ち
、
同
月
中
に
喀
痰
吸
引
の
処
置
を
受
け
た
者
の
推
計
数
は
一
万
六
百
五
十
六
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
在
所
施
設
内

で
喀
痰
吸
引
の
処
置
を
受
け
た
者
の
推
計
数
は
九
千
四
百
六
十
八
人
で
あ
る
。

三


